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千葉県を“有機の里にする”

千葉県有機農業推進協議会と“ちばだん”の活動

一粒の活きた土が育てる、おいしい野菜や果物。

美しい大地と、何億もの命をはぐくむ一粒の土を守る、それが Ｆｏｏｄ Ｔｒｕｓｔの想いです。
From Pure Soil

徳江倫明



千葉県有機農業推進協議会
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２０１８年２月設立

オーガニックビジネス
実践拠点づくり事業

有機農地集約化
試行支援事業

２０２０年度の取り組み



千葉県有機農業推進協議会の活動
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成果（2018年→2019年）

木更津市において有機米の取り組みが開始され有機農業者が増加した

・有機農業者数の増加：５２名 → ５６名

千葉県有機農業推進協議会（千葉県全域) 昨年度の実績

農事組合法人さんぶ野菜ネットワーク、株式会社シェアガーデン、株式会社オーガニックパートナーズ、株式会社自然農法
販売協同機構、オーガニック・エコ農と食のネットワーク、株式会社福島屋、イーサポートリンク株式会社、一般社団法人
フードトラストプロジェクト、木更津市、山武市、市原市

協議会の構成員

■栽培品目：にんじん、アスパラガス、トマト等

■有機農産物の販売額：14,700万円

■構成員の主な取引先：30箇所

（生協、スーパー、農協直売所 等）

■取組面積

有機農業取組面積：８6.3ha

うち有機JAS取得面積：４6.3ha

■有機農業者数：５6名

生産概要（2020年3月）

■有機農業の新規参入者の増加に向けた取組

・ 新規就農者及び転換者等を対象に、栽培技術指導及び農業経営、有機JAS認証に関する研修会を実施した。堆肥の利用によ

る土づくりの栽培マニュアルを作成し、千葉県全域の有機農業者・新規参入者等に配布するなど、有機農業の担い手を育成。

南房総市と協業し有機農業への新規取組者を掘り起こすために研修会を計画した(コロナで未実施)

■有機農産物の安定した供給体制の構築に向けた取組

・ オーガニックライフスタイルＥＸＰＯへ出展し、有機農業者のアピールを行った

有機農業者とバイヤーのマッチングを行った。

展示会やマッチングに参加することで、有機農業者同士の横のつながりもでき、情報交換できた

・ 有機米を学校給食へ提供することを目的として、栽培技術の確立・推進体制の整備・栽培に係わる資機材の導入支援・教育委員
会等との連携を行った。（具体的内容の追記）

進捗状況・情報交換など打合せを4回行った（構成員会議）

取組のポイント（取組期間：2019年～）

（意見交換会の様子）
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事業3年目の取り組み

5Copyright 2016-2020 © Food Trust Project 

取組の実施時期 取組の実施時期

2020年5月 会議：協議会構成員を中心に行う。事業目的、事業計画、スケジュールの確認と役割分担の検討と決定

2020年8月 経営力向上・表示制度に係わる講座

2020年8月 会議：事業推進計画の進捗確認

2020年8月 生産・出荷効率化に係わる講習会＋先進地視察

2020年9月 経営力向上・表示制度に係わる講座

2020年9月 オーガニックライフスタイルＥＸＰＯ　出展

2020年9月 EXPO会場内　販売戦略等に係わる意見交換会

2020年10月 学校給食拡大の為のフォーラム開催

2020年11月 会議：事業推進計画の進捗確認

2020年11月 経営力向上・表示制度に係わる講座

2021年2月 会議：事業推進計画の進捗確認、事業まとめ

2021年2月 経営力向上・表示制度に係わる講座

2021年2月 成果報告会

2021年2月 栽培技術向上のためのマニュアル作成・配布



ちばだん：“有機の里づくり”千葉県団体連絡会
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２０２０年２月設立

現在自治体会員
１．木更津市
２．いすみ市
３．山武市
４．茂原市
５．南房総市



“有機の里づくり”
千葉県団体連絡会

企画書（草案ver.７）

SDGｓ時代に

千葉県を世界に誇る『有機の里』に

「オーガニック・ビレッジCHIBA」構想
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オーガニック＆ローカル

ちばだん



千葉県全域で有機農業への新規参入・転換を促進させ、有機農業を面的に拡大させることを目的とした千葉県有機農業推進協議
会（平成30年2月発足）の呼びかけにより発足。「有機農業」は、気候変動などへの有効な対策であると同時に、土壌の質の改
善、生態系の保全、生物多様性と種の多様性の実現などの課題を解決するものであり、持続可能な食糧生産システムである。こ
ういった社会的側面に加え、食の安全やおいしさを求める消費者需要を背景に、新規就農者の30％は有機農業を志し、既存農家
の32％は条件が整えば有機農業に転換する意思を示している。こうした時代の状況を鑑み、千葉県内の37市16町1村の自治体を
はじめ、「農」や「食」に携わる様々なステークホルダーが、「有機農業」に関する情報、取り組み、支援・サポートなどにお
いて連携することで、有機農業の拡大をより一層力強く推進したい。

■ “有機の里づくり”千葉県団体連絡会 概要
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千葉県の有機農業を実践またはサポートする生産者、生産者団体、自治体、研究者、指導員、流通や小売に関連
する事業者、消費者団体などの“オーガニック・プレイヤー”が連携・協働し、以下目的達成のための相乗効果を
発揮する緩やかなネットワーク

１．千葉県の新規就農や転換希望者へのスムーズな有機農業参入・実践サポートを通して、

２．千葉県の環境保全及び持続可能な地域づくりのための有機農業の拡大を図るとともに、

３．千葉県を“有機の里”として日本及び世界に情報発信するための取組を推進する

設立目的

“有機の里づくり”千葉県団体連絡会とは

設立背景
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[実践１] 房総オーガニック“トレイン”プロジェクト
[実践２] オーガニック学校給食プロジェクト

■ 課題と取組みの柱

取組みの柱

主要課題

有機農業への新規就農や転換を希望する者が、十分かつ一元化された情報やサポートを得られておらず、参入障壁となっている。
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☑ 包括的な「情報プラットフォーム（ホームページ）の構築・運用」
新規就農者の受け入れ状況や利用可能な農地、農業技術研修、住宅支援や助成金などの生活面サポート等に関して、

各自治体や市民団体等が情報提供を行える共通オンラインプラットフォーム（ホームページ・SNS等）を整備。販路
や物流に関するタイムリーな情報等も、流通事業者等からの随時発信により入手が可能に。

☑ 有機農業への参入希望者（新規就農・転換者）に向けた共通「“入口”支援」
千葉県には多様な農業形態が存在し、参入希望者が個々に希望する農業かつ生活スタイルに合った市町村・地域を選
択する難しさがある。そこで「入口支援」として、自治体が共通で活用でき、かつ参入希望者が検討初期段階で必要

な情報やサポートが受けられることを目的に、有機農業マップなどを通して地域情報を整理し、農業技術だけでなく、
実践者のリアルな体験談なども学べる共同研修コンテンツ等を開発・提供。

☑ 個別プロジェクトの企画・推進で「多様な“出口”の構築」
大都市東京の生活圏内であり、成田・羽田空港が隣接するうえ、日本第3位の農業生産高を誇る千葉県ならではの
オーガニック＆ローカルな生産・消費フードシステムの実践事例づくり

☑ 多言語情報発信＊英語

オーガニック＆ローカルな「食」と「滞在」を求める、国内外からの国際的な観光客へ向けた多言語情報発信
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■ 事業概念図と参画メリット

情報プラットフォーム
（ホームページ/SNS）

市町村・自治体

・「有機農業」推進に対
する各取組みや市民サー
ビスを効率的に発信
・自治体共通の課題（生
産技術サポート等）に対
する協働・協力
・新規就農移住者の流入
を促す生活一般に関する
情報の発信・対話

生産者
（新規就農者・転換希望農家）

・HPにて就農・転換を検
討・実行するために必要
な情報を体系的かつ一元
的に入手可能
・県内地域別や各市町村
（自治体）ごとの容易な
特性把握と比較検討
・具体的なサポートが受
けられる

物流＆
流通・販売業者

・調達先を効率的に発
見・コンタクト可能
・地域に根差したブラン
ドとしての差別化を図り、
販売促進につながる
・消費者への発信の場が
広がる－共同SNS利用、
事業者マップへの掲載等

消費者・市民団体

・特に子育て世代が、子
供の健やかな成長や未来
を支える有機農作物を取
り扱う店舗等へアクセス
が増える
・有機農業や食を含むラ
イフスタイルに関する情
報を入手可能。
・活動情報の発信・交換

新規就農者参入
「入口支援」

（農業形態別
共同研修プログラム等）

日 英

会員自動投稿

プロジェクト実施
ローカル＆オーガニック

生産～消費
フードシステム構築

千葉を有機の里へ！
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■ 実践事例：オーガニック学校給食プロジェクト

全国初、千葉県全体でオーガニック学校給食に取り組もう！

千葉県には、取り組み開始からたったの4年後の 2017年10月、市立13小中学校で全国初学校給食

100％有機米へ切替え、野菜も全オーガニック調達を目指すオーガニック学校給食の先進地いすみ市

がある。また有機産消”提携”50年の南房総市三芳村生産者グループは田無市にある保育園と“提携”し

オーガニック給食を実現している。佐倉市の吉見光の子保育園はエディブルスクールヤードを目指し、

有機農園の運営とともに100％オーガニック給食を実現している。さらにALGOA(アジア有機自治体

ネットワーク）に参加する木更津市は“オーガニック”をコンセプトにした街づくりに挑戦しているな

ど、生活者特に子どもを持つ世帯を巻き込んだ先進的「オーガニック」推進取組み実績を持つ自治体

や生産団体などが存在。

出典：「給食、全て有機米に 全国初、いすみ市が実現」
千葉日報オンライン, 2017/10/27(最終閲覧日2019/11/14)
https://www.chibanippo.co.jp/news/local/449327

背景

コンセプト

目標

いすみ市など先進的取組みをモデルケースに、千葉県の37市16町1村を対象に横展開を働きかけ、

１．オーガニック学校給食の取組みを開始し、

２．生産地域の有機農業面積の拡大と安定的な供給を促すと共に、

３．自治体・地域間で横の連携を図り、都市部（千葉市、習志野市等）も含め、食材をできるかぎり
県内オーガニック調達を目指す。…農業条件や歴史的背景、農業人口の違いから各自治体・地域が得
意としている作物があるため、その特性を活かし、県内連携を強めることが成功の鍵となる。

出典：いすみ市役所HP

https://www.chibanippo.co.jp/news/local/449327


■ 実践事例：房総オーガニック“トレイン”プロジェクト

オーガニックトレインが「生産」「物流」「消費」の壁を突破する！

小湊鐡道・いすみ鉄道沿線を「オーガニック生産ゾーン」に！同社が運営する路線バス
も合わせて物流の手段として活用。有機・自然栽培農産物を消費地へ運ぶ。定期販路と
して、木更津オーガニックマーケットやスポーツ施設関連、東京卸売太田市場、千葉市
も近郊に。ローカルトレインが可能にする、ローカル＆オーガニックな生産・消費フー
ドシステム構築プロジェクト。

沿線の有機農業面積の拡大、消費の拡大等に加え：

✓ 2020東京オリンピック・パラリンピックサーフィン会場に選ばれた一宮町をはじめ、
従来からスポーツ・研修合宿施設が充実しているコースト地域がある。大会に参加す
る国内外からの訪問者や、合宿に参加する子どもたちに対して食事を提供するスポー
ツ合宿施設（民宿等）において、世界の常識になりつつある「オーガニック（特に県
内産）」調達を実現し、差別化を図ることができる。

✓ 子育て世代のI/Uターンの促進。特に心身共に健やかな成長を家庭や社会が保障すべ
き子どもにとって、有機農産物やオーガニック商品の優位性や必要性が、化学的根拠
を持って明らかにされ始めている。

✓ 大都市東京や空の玄関である成田・羽田空港から近距離であるにも関わらず、海と山
がある美しい自然とそこで育まれた「農」のある風景と風土の「食」を守り、観光資
源としても価値※を高める。（※参考Pg.7）

コンセプト

期待される効果

釣ケ先海岸
通称志田下ポイント

一宮町役場HPより

オリパラ
サーフィン会場
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千
葉
房
総
エ
リ
ア 地形的特徴：千葉房総エリアがある県南一帯

は上総丘陵、安房丘陵が山々を連ねて山岳地
を形成し 、九十九里町～一宮町を含む「九十
九里コーストライン（千葉県公式・公益社団法人千葉

県観光物産協会命名） 」の南半分は低地地帯。

小湊鐡道・いすみ鉄道
「オーガニックトレイン」沿線
＊五井駅（市原市）～大原駅
（いすみ市）所要時間約2時間
30分（乗り換え時間約15分）

東京湾アクアライン

① オーガニック食材調達用ローカル物流の整備と販路開拓

② 訪問者への移動手段の提供

③ オーガニック関連イベントの実施

活動内容
11市8町1村

(/37市16町1村)

“Middle Boso
Agricultures”
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共同集荷センター
（千葉県）

＊千葉県関連企業
運送

物流

県内
有機青果卸
（会員企業）

商流（受発注管理・調整）

有機青果卸
（会員企業）

情報流（受発注システム構築・管理）

生産販売マッチング
・受発注システム
（協会員企業）

千葉県有機農業団体連絡会
事業化事務局

株式会社ナリタヤ
CGCグループ 売上160億円

14店舗

株式会社ランドロームジャ
パン

売上未公表億円 千葉県内16店
舗

株式会社セレクション
売上132億円 8店舗

今後拡大・・・・

ちばだん

県内有機農業
生産者団体

県内有機農産物
販売推奨スーパー

一部県外有機農業
生産団体

生活クラブ千葉・パルシス
テム千葉など生協関係・直

売所関係等

■ ″ちばだん″基準とブランド化（ローカル＆オーガニックの県内普及）

ちばだんPGS基準認証（参加型保証システム）

Local
＆

Organic


